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ケミルミネッセンス法による寿命予測（PP） 

ケミルミネッセンス法にて測定したデータを市販のソフトウェアを用いて寿命予測を試みた。 

 

サンプル ポリプロピレン（PP）ペレット 住友化学㈱製 W101 200mg 

測定装置 東北電子産業㈱製 本体：CLA-FS4 試料室：CLS-SH0 

測定温度 50～200℃ 

昇温速度 0.2℃/min、0.4℃/min、0.8℃/min 

雰囲気 酸素（50ml/min） 

 

解析ソフトウェア 

AKTS 社製 Thermokinetics 

（反応速度論解析プログラム（Friedman method）微分等価法） 

 小澤法（積分等価法）を改良した方式 

日本総代理店：㈱パルメトリクス http://www.palmetrics.co.jp/index.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 発光量の経時積算値の経時変化グラフ 

経時積算値＝反応進行度を表す。 

0.8℃/min の測定開始から 160℃（融点以下）となった

時点での積算発光量を反応終了点とする。 

積算発光量＝1.03E+E6 となる。 

この時点での reaction progress:反応進行度を 1 とし、

寿命とする。 

0.2、0.4℃/min においても CL 積算値 が 1.03E+E6 と

なるポイントを反応終了ポイントとした。 

 図 1 CL の測定結果 

発光量がピークとなり減衰した時点で測定終了 

下図は 160℃（色線）までの拡大図。 
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本結果より、CL での測定結果を AKTS 社製 Thermokinetics ソフトウェアで解析することで、活性化エネルギーおよび寿命予測をす

ることが出来た。 

 

本手法は促進試験の必要がなく、初期品で迅速な寿命予測が可能である。 

積算値の設定範囲より算出される値は異なるので、実寿命との比較やサンプル間の比較をする場合は積算条件を合わせて比較するこ

とが必要になると思われる。 

 

試料ご提供：住友化学株式会社石油化学品研究所様 

図 3 反応終了点までの reaction progress （反応進

行度）と温度のグラフ 

縦軸を反応進捗率＝Reaction progress で表示してい

る。図中の R 値は 0.99 以上が解析信頼性担保となり、今

回の R は 0.99557 となった。 

 

図 4 各温度の逆数と反応速度の対数の関係グラフから α

（reaction progress:反応進行度）の Ln（dα/dt）を

求める。この傾きが Ea(活性化エネルギー）となり、各 α の

Ea が求められる。 

 

 

図 5 活性化エネルギー 

横軸は Reaction Progress の 0 から 1 となり、反応の

前半では活性化エネルギーは高いが、0.2 以降は

65kJ/mol ほどで安定した。 

 

 

図 6 寿命予測 

本結果より算出した一定温度（30℃から 110℃）での予測

で あ る 。 縦 軸 は Reaction Progress で 、 Reaction 

Progress 1 は、CL の発光量積算値が 1.03E+E6 になる

時（寿命）となる。 
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